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古武君は以上のように、高出力ENDOR 装置の試作を行うとともに、 ENDOR 法による遊離基内の
電子状態に関する研究を始めとし、多成分遊離基混合系の研究、界面上の遊離基の分子運動に関する
研究、液相中の遊離基における核スピンの緩和機構の研究を遂行した。ここに得られた多くの知見は、
液相中の遊離基の構造と物性に関する議論を進める上に大きく貢献するものであり、又、 ENDOR 法
の適用の有用きを新しく示した例としてその意義が大きい。よって本論文は、理学博士の学位論文と
して十分価値あると認める。
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